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今月のラインナップ

定番電子メ－ルソフト「ユードラ・プロ（Eudora PRO）」がバージョンアップ

Eudora PRO for Windows Ver2.2-J
Eudora PRO for Macintosh Ver2.1.4-J
［発売元：クニリサーチインターナショナル］

画質の良さがウリのエプソンの低価格デジタルカメラ

カラリオPhoto CP-100
［発売元：セイコーエプソン］

DSU付きではもっとも低価格なターミナルアダプター

Comstarz Plus PC Dash
［発売元：日本電気（NEC）］

LZHとZIPに対応した圧縮ファイルの簡単自動展開ツール

Lhasa
［作者：竹村嘉人］

今月の編集部オススメのソフト＆ハード

今月は人気メールソフト「ユードラ・プロ」の最新バージョンと、エプソンのデジタルカメラ「カラリオ

Photo CP-100」、NECのISDN用TA（ターミナルアダプター）、そしてLZHとZIPの展開ツール「Lhasa」

だ。「ユードラ・プロ」のウィンドウズ版はメール文書中のURLをクリックするとWWWブラウザーが自

動的に立ち上がる機能を装備した。エプソンのデジタルカメラは低価格で高画質を実現。NECのTAも

DSUが付いて非常に低価格だ。両ハードともにコストパフォーマンスが高いという点で注目される。ま

た、「Lhasa」は、操作が簡単で初心者におすすめの展開ツールだ。

：ウィンドウズ95用

：ウィンドウズ3.1用

：ウィンドウズNT用

：マッキントッシュ用

：UNIX用

各製品に付いている記号の意味は以下のとおりです。
このコーナーの見方

：市販のハードウェア製品

：市販のソフトウェア製品

：シェアウェアのソフトウェア

：フリーウェアのソフトウェア

：付録CD-ROMに収録

：動作環境

：発売元

：電話番号

：価格

：関連情報

：バージョン

：作者/開発元

：入手先

：付属品

：ファイルサイズ/最速転送時間

[注]「最速転送時間」とは、28800bpsのモデムを使って圧縮なしでファイルを転送した
際の、理論上で最速の転送時間を意味します。ダウンロードするときの目安としてくださ
い。ファイルサイズ（バイト）×10÷28800で計算しています。端数は切り上げています。
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ユードラ・プロ

Eudora PRO for Windows Ver2.2-J
Eudora PRO for Macintosh Ver2.1.4-J
：9,800円　 ：クニリサーチインターナショナル

1メ－ル中のURLをクリックできるアクティブURL
2ウィンドウズ95とNTの専用版が用意され、動作が軽くなった
3ワードやエクセルなどのソフトから直接データを送信できる

定番電子メ－ルソフト「ユードラ・プロ（Eudora PRO）」がバージョンアップ

ここがスゴイ！

Eudora PRO for Windows Ver2.2-J
Eudora PRO for Macintosh Ver2.1.4-J

：2.2（ウィンドウズ版）
2.1.4（マッキントッシュ版）

：06-538-9701

：9,800円（新規ユーザー版）
3,000円（アップグレード版）

：j http://www.kuni.co.jp/
eudora/

をユードラ経由で電子メールとして送付できる。
他の機能としては、ウィンドウズ95で使われるよう

になったマウスの右ボタン操作が採用され、さまざま
な操作が素早く行えるようになった。

S既存ユーザーのアップグレードも簡単

既存ユーザーにとって気になるアップグレード方法
だが、CD-ROMによるアップグレード専用キットが販
売されるほか（3000円）、5月下旬にはクニリサーチイ
ンターナショナルのWWWサーバーから無料で配布さ
れる予定だ。フルパッケージ版をインストールする場合
は、既存のバージョンのユードラ・プロがインストール
されている同一のフォルダーにインストールすることで
以前のデータや設定を引き継ぐ。その後、最初の起動
時にシリアルキーの入力を求められるので、前のバー
ジョンのシリアルナンバーと製品アクセスキーを入力す
ればよい。今回のバージョンアップによって、シリア
ルナンバーが自動的に1桁増えるため、更新されたシ
リアルナンバーは自分で控えておくことが必要になる。
今回のバージョンアップに関して気になるのは、マ

ッキントッシュ版の対応の遅れだ。メニュー構造がウ
ィンドウズ版と同じものに変更されたほかは、いくつ
かの問題修正が行われただけでほとんど変更がなかっ
た。マッキントッシュ版を利用しているユーザーもか
なりの数にのぼるはず。早い対応が望まれるところだ。

（石橋文健）

電子メ－ルソフトとしては定番のユードラ・プロ

（Eudora PRO）がマッキントッシュ版、ウィンドウズ

版ともにバージョンアップを果たした。マッキントッシ

ュ版の方はマイナーバージョンアップということで大き

な機能的な変更はないが、ウィンドウズ版はメールの文

書中のURLをダブルクリックするとWWWブラウザーが

起動する「アクティブURL」という便利な機能が付い

た。今回はウィンドウズ版を中心に何が新しくなった

のかをお伝えしよう。なお、付録のCD-ROMに試用版

が入っているのでぜひ実際にインストールして試してい

ただきたい。

Sウィンドウズ95やNTでの動作が安定

ウィンドウズ95の日本語版が昨年11月に発売されて
から半年経った。この間に着々と多くのアプリケーシ
ョンソフトがウィンドウズ95に対応してきたが、電子
メールソフトの定番である「ユードラ・プロ」もようや
くウィンドウズ95およびNTに対応したものが出た。ほ
かのソフトウェアを使いながらの処理が速くなり、動作
も安定したようだ。これは常に動作させておくことの
多い電子メールソフトとしては非常に重要な点である。
もちろん、ウィンドウズ3.1用も別に用意されている。
今回から販売されるパッケージはCD-ROM版のみとな
り、ウィンドウズ版の製品にはマッキントッシュ版の試
用版が、マッキントッシュ版の製品にはウィンドウズ
版の試用版が同梱されている。マッキントッシュ版が
ウィンドウズ版と同じメニュー構造に変更されたことで
マニュアルも共通になった。

SアクティブURLなどの便利な新機能

新機能として注目されるのはまず「アクティブURL」
と呼ぶ機能だ。アクティブURLはネットスケープ内蔵
のメ－ル機能が搭載しているものと同様の機能で、
メ－ルの本文の中にあるURLをマウスでクリックする
と、自動的にWWWブラウザーがそのURLにアクセス
してくれる非常に便利な機能である。いちいちURLを
コピーしてWWWブラウザーに貼り付ける必要がなく
なる。ただし、ネットスケープと違ってURL部分は色
の変化がなく、マウスもシングルクリックではなくてダ
ブルクリックする必要がある。
また、ウィンドウズ95の「マイクロソフトエクスチ

ェンジ・クライアント」でも使われている「MAPI」と
いう規格に対応したことにより、ワードやエクセルなど
MAPIに対応したアプリケーションから直接編集データ

aウィンドウズ版の画面

fウィンドウズ版では、メール文書中のURLを
ダブルクリックすると、WWWブラウザーが自
動的に起動する

aマッキントッシュ版の画面
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デジタルカメラのブームが盛り上がる中、エプソンから

も低価格帯の機種が登場した。ライバルでもあるカシ

オのQVシリーズとの最大の違いは画質の良さとフラッ

シュ搭載の点だ。注文をつけたい点も多数あるとはい

え、この価格帯の中で画質の良さという点で言えば飛

びぬけた実力を持つ。画質については「安かろう悪か

ろう」のイメージのあったデジタルカメラの世界では突

出した存在である。ホームページで写真画像を使いた

い人にとっても、画質を求めたい人にはおすすめでき

るモデルだ。

SカシオQVシリーズの有力対抗馬

パーソナル市場に向けた製品としてデジタルカメラ
で大成功を収めたのはもちろんカシオのQV-10だ。現
在ではQVシリーズもQV-10AとQV-30のラインナップ
となり、機能もさらに強化されている。QVシリーズは
デジタルカメラ市場では低価格であることや液晶が付
いていることなどからパーソナル向けとしてはほぼ独走
状態にあるが、画質の荒さとフラッシュが付いていな
いことが大きな弱点と言われている。
エプソンから3月より出荷されている「カラリオPho-

to CP-100」（以下CP-100）はちょうどその弱点をカバ
ーしているデジタルカメラだ。液晶もなく、QVシリー
ズほどのコンパクトさもないとはいえ、画質の点に関
してはQVシリーズどころか10万円を超える1クラス上
のモデルと匹敵もしくは場合によっては超えていると
言ってもよいほどだ。フラッシュも標準装備している
ので夜や室内の暗い所での撮影もまったく問題ない。

S筐体はやや大きい

ではCP-100の基本
機能から見てみよう。
まず大きさだが、

カシオのQV-30よりは
やや大きく、コンパ
クトさを長所として
いるQV-10Aと比較し
てしまうと、その差
は歴然としていてあ
まりにもCP-100が不
利だ。二回り以上は
あるかもしれない。
CP-100が一見普通の
コンパクトカメラのよ

うなデザインになっているのも実物の大きさとは不釣
り合いで悪い印象を与えてしまっている。だが、画質
の面で同クラスと言ってもよい10万円台のデジタルカ
メラと比較すれば、さほど変わるわけではない。むし
ろそれらと比較すれば薄型で収納に関しては楽と言え
る。重さに関してもQVシリーズと比較すると不利だ
が、これも上位クラスのモデルとの比較では優るとこ
ろであり、これらの点で比較対象をどこにするかは難
しいところだ。

SCCDは35万画素

画質を大きく左右するCCDについてはデジタルカメ
ラに適しているプログレッシブスキャン方式のものを採
用。画素数でも約35万画素の性能を持ち、カシオの
QVシリーズの25万画素と比較すると大きな差がある。
撮影したデータについては2通りのサイズを選んで記

録することができる。高解像度では640×480ドット、
標準解像度は320×240ドットで、前者はQV-30と、
後者はQV-10Aと同等。ケースによって使い分けるこ
とができるのは嬉しい。一般にホームページの画像デ
ータには大きなものは利用しないので通常は320×240
ドットを利用し、どうしても必要なときだけ640×480
ドットという使い分けをすれば限られた記録用メモリ
ーも有効に利用できる。メモリーは標準で1Mバイト
で、高解像度であれば16～20枚、標準解像度では32
～40枚を記録することができる。もっと多くの画像を
記録したければ2Mバイトと4Mバイトの増設メモリー
が用意されている。これによって高解像度で最大で約
100枚まで、標準解像度で約200枚まで記録可能だ。
ただし、メモリーの増設は1枚のみとなっている。

Sフラッシュを内蔵

カシオのQVシリーズにはないものとして、フラッシ
ュがある。フラッシュの機能も10万円台のモデルには
ほぼ必ず付いているものだ。フラッシュはもちろんセン
サーによって明るさを自動検出して動作するほか、手
動でオンとオフを制御できる。レンズは市販のビデオ
カメラ用の37mmレンズが利用できる。
画像のパソコンへの読み込みはケーブル接続による

シリアル転送のみだ。読み込みに使用するソフトにつ
いては、アドビ社の「フォトショップ」など、
「TWAIN」という規格に対応していれば他のソフトで
も読み込める。単独でテレビへの出力はできない。

カラリオPhoto CP-100
：69,800円　 ：セイコーエプソン

11クラス上の価格帯のモデルに匹敵する高画質
2フォトレタッチ機能を搭載したソフトなど5種類を添付

画質の良さがウリのエプソンの低価格デジタルカメラ

ここがスゴイ！
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コンパクトカメラに似た筐体
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S添付ソフトウェアが充実

CP-100は同梱されているソフトウェアが充実してい
る。CP-100から画像を読み込むために利用するほか、
フォトレタッチの機能を持つ「フォト・エンハンサー
（Photo Enhancer）」、画像データのカタログ管理やス
ライドショーを作成できる「フォトファン！（Photo-
Fun!）」、使用方法などを易しく解説してくれるインタ
ラクティブマニュアルの「彩ちゃんのカラリオPhoto!!
マニュアル」、撮影した画像データでポストカードを作
成する「彩ちゃんのカード屋さん」、文字やBGMなど
を使って画像データを管理する「彩ちゃんのデジラマ」
がCD-ROMに収められている。
もっとも利用するのはもちろんフォト・エンハンサ

ーだが、このソフトがあれば画像データの色の修正や
加工なども手軽に行える。このソフトは定価でほぼ倍
の「コダックDC50 Zoom」にも採用されているもので、
必要十分な機能を持っている。フォトレタッチは一般
にはなかなか難しい作業だが、このソフトにはスマー
トピックスのメニューから「日光－晴れ」、「屋内」、
「蛍光灯」など撮影状況にあわせたメニューを選択す
るだけで自動的に最適化する機能があり、初心者にも
簡単に利用できる。また、「ブラウザー」という機能
を使えば9段階に補正した画像を一覧表示させ、その
中から好みのものを選択できる。
この価格帯でこれだけのソフトを用意しているとい

うのも大きなウリの1つだ。QVシリーズではケーブル
とデータ転送用のソフトがセットで別売りオプション
になっており、画像補正の機能も持ってはいるが、さ
ほど多くの機能はない。より細かく補正をかけたい場
合は市販のフォトレタッチ用ソフトを購入する必要が
ある。

試用レポート

S最大のウリは画質だ

CP-100の最大のウリは画質である。カシオのQVシ
リーズとはまったく比較にならないほどきれいで、完全
に価格帯としては1ランク上のモデルと勝負できる。解
像度についてもCP-100は 2種類から選べるが、QVシ
リーズはQV-30が640×480ドット、QV-10Aが320×
240ドットと固定されている。色合いも非常にメリハ
リの利いた明るい感じで、驚くほど鮮やかである。
これは10万円以上のデジタルカメラでもなかなか実

現できていない優秀さだ。画質という面においてはず

ば抜けたコストパフォーマンスを実現している。
なるべく手軽な値段で画質の良いデジタルカメラを

利用したいというのであれば、現状はこのCP-100がも
っともおすすめできるモデルと言えよう。

S改良すべき面も多いが価格は魅力

ただしCP-100には改良すべき点も多い。まず、デザ
インがあまりにもサイズとは不釣り合いで、多くの人
が抵抗を感じるところだろう。できることならデザイ
ンを変更するかもっとサイズが小さくなればよいのだ
が。カバー部などの作りも全体的におもちゃのような
感じであまりよい印象は持てない。コストの点で難し
いのは当然だが、QV-30でも搭載しているように2段階
切替え程度でもズームができると、より多くの人にす
すめることができるだろう。またいくつかの点で使いに
くさも感じた。フォト・エンハンサーもGIF形式での
保存ができないのは改良を望みたい。
デジタルカメラ市場はまだ立ち上がったばかりだ。

各メーカーから今後も新製品の発売が続くのは目にみ
えている。正直なところ、このような状況ではなかな
か推奨モデルを決めることは難しい。しかし、こと画
質に関するコストパフォーマンスに限って言えば、現
状はこのCP-100が現状で飛びぬけた実力を持ってお
り、おすすめできるモデルであることは確かだ。

（石橋文健）

◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・
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カラリオPhoto CP-100

：セイコーエプソン（エプソン
インフォメーションセンター）

：0424-99-7133

：ウィンドウズ用画像編集ソフト各
種（「フォト・エンハンサー」、
「フォトファン！」、「彩ちゃんの
カラリオPhoto!!マニュアル」、「彩
ちゃんのカード屋さん」、「彩ちゃ
んのデジラマ」）、ケーブル

：h t t p : / / www . e p s o n . c o . j p /
epson/japanese/seihin/jouhou/
peref/camera.htm

製品データ

外形寸法 166mm（幅）×88mm（高さ）×47mm（奥行）
重量 約310g（電池別）
電源 単3アルカリまたはNi-cd電池 4本
電池寿命 約250枚（高解像度）
画像サイズ 640×480ドット（高解像度）

320×240ドット（標準解像度）
色数 約1677万色（24bit）
内部圧縮形式 JPEG
内蔵メモリ 1MB
画像記録時間 高解像度約9秒 / 標準
解像度 約4秒
機能 フラッシュ、セルフタイマー、

オートパワーオフなど
焦点距離 43mmレンズ相当

aこの価格で驚くほどの画質のよさだ

a「フォトエンハンサー」には一通りの
画像処理機能がある

●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　
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NECの「Comstarz Plus PC Dash（コムスターズ・

プラスPCダッシュ）」は、ISDN用のターミナルアダプ

ター（TA）だ。DSU（Digital Service Unit：回線接

続装置）を内蔵しているので、工事費や月々のレンタ

ル代がかからない。これ1台でISDNへの接続はOKと

いうまさに「モデム感覚」のターミナルアダプターだ。

S23,800円のDSUを買う必要がない

アナログ電話からISDNに変更すると、月々の回線
の基本料金が増えてしまうが、もう1つ気になることが
ある。DSUのレンタル費用だ。今まで発売されていた
TAは、ほとんどがDSUを内蔵していないものであり、
別にNTTからDSUを23,800円で買い取るか、月々の
使用料を支払うことになる。買い取りの場合は値引き
はほとんど期待できないことに加え、TAに加えてわざ
わざ機器を購入する手間がかかる。これもわずらわし
い。レンタルの場合は、基本料金に加えて月々1,800
円の料金がかかってしまう。
コムスターズ・プラスPCダッシュの価格は54,800円

だ。DSUの価格を差し引けば、現在の平均的なター
ミナルアダプターよりも割安だ。なお、NECのホーム
ページでは、同商品を発売キャンペーン価格として
44,800円で発売している（http://www.meshnet.
or.jp/shopping/malls/livex/tusin/html/t-compc.
html）。実売価格もこれに近い水準になることが予想
される。

SめずらしいDSU付きのTA

DSU付きのターミナルアダプターは、今までは沖電

気の「PCLINK-TA/DSU」という製品があったくらい
で、あまり一般的ではなかった。昨年後半から今年に
かけてISDNがブームになり、ターミナルアダプターが
各社から発売されているが、どれもDSUは内蔵してい
ない。DSU付きのターミナルアダプターのメリットと
しては、価格のほかに、手軽さがある。NTTにISDN
切り替えの申込みをするだけで、あとはDSUの取り付
けの工事などやらずに、今まで電話をつないでいたモ
ジュラージャックに差すだけだ。余計な配線をする手
間も必要もない。

S非同期・同期変換PPP機能

コムスターズ・プラスPCダッシュは、「同期・非同
期変換PPP機能」を持っている。ターミナルアダプタ
ーがデータ信号を同期64Kbpsから非同期57.6Kbpsに
変換するため、シリアルポートの速度が非同期にしか
対応していなくても、同期64Kbpsでの通信を可能に
する機能だ。同社の「Aterm」シリーズではおなじみ
の機能だが、これまでコムズターズ・プラスシリーズ
にはこれらの機能はなかった。非同期38.4Kbpsでの通
信しかできなかったが、今回のモデルで同期・非同期
変換PPP機能が搭載されたことにより、初めて64Kbps
をサポートすることになった。これで、64Kbpsの帯域
をフルに活用することができる。

Sアナログポートは1ポートのみ

コムスターズ・プラスPCダッシュにはアナログポー
トが1ポートしか付いていない。この点は少し惜しいと
ころだ。電話とファックスモデムを同時に使いたいと
いう人には、少し物足りない。ただ、コンピュータ通
信と電話またはファックスしか使わないという人には、
1ポートでも問題はないだろう。
また、デジタル電話や、G4ファックスなど、他の

ISDN機器をつなげられるようにはなっていない。NEC
はISDN用ターミナルアダプターとして「コムスターズ」
と「Aterm」シリーズの2ラインナップをそろえている
が、「Aterm」シリーズの方はアナログ2ポート、ステ
ルスコールバックなど多く機能が搭載されている。そ
れに比べてコムスターズ・プラスPCダッシュの方はシ
ンプルだ。悪く言えば「拡張性がない」とも言えるが、
その分低価格である。価格で割り切れる人にとっては
最適な製品だろう。ホームユースならばこれで十分か
もしれない。

コムスターズ・プラスPCダッシュ

Comstarz Plus PC Dash
：54,800円　 ：日本電気

1DSU付きのTAではもっとも低価格
2シンプルで初心者に分かりやすい

DSU付きではもっとも低価格なターミナルアダプター

ここがスゴイ！
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Sマッキントッシュのモデム設定ファイルは付属して

いない

残念なのは、マッキントッシュのモデム設定ファイ
ルが付いていないことだ。マッキントッシュユーザーの
ための設定方法はテキストファイルに収められている
が、自分でATコマンドを打ち込まなければならないの
はやはり面倒だ。また、添付されているケーブルは基
本的にはNECのPC-98シリーズ用のもので、IBM-PC
互換機につなぐための変換コネクターが同梱されてい
るが、マッキントッシュにつなぐための変換コネクターは
付いていないので、後から買い足さなければならない。

Sインターネット接続ソフトのための設定情報を添付

親切な点は、各種インターネット接続用ソフトのた
めの設定情報がテキストファイルとして添付されてい
ることだ。添付情報が付いているソフトは、ネットマ
ネージ社の「インターネット・カメレオン」、トラン
ス・コスモス社の「モザイク・イン・ア・ボックス」、
NECの「インターネットGO!GO!」、フリーソフトの
「TrumpetWinsock」、そして「マックTCP」と「マッ
クPPP」だ。それに加え、ウィンドウズNT用と、ウィ
ンドウズ95用のモデム設定ファイルが付いている。こ
れらの中で「インターネット・カメレオン」と「Trum-
petWinsock 」については設定ファイルも添付されて
おり、説明のとおりに組み込めば使えるようになって
いる。ウィンドウズ3.1のユーザーにも親切だ。

S同梱されているケーブルは1種類だけ

ISDN回線を新設もしくはアナログ回線からISDN回
線に変更した場合、モジュラージャックの極性が逆の
場合がある。コムスターズ・プラスPCダッシュの説明
書には、「スイッチを入れてTESTランプが点滅してい
るときには、一度スイッチを切ってまた入れ直す。入
れ直したときに、まだTESTランプが点滅したままだっ
たら機器自体の故障だが、入れ直してTESTランプが
消灯した場合、INS回線に問題がある」という旨のこ
とがトラブルシューティング形式で書いてある。NEC
に問い合わせたところ、この場合の「INS回線の問題」
とは極性の問題を意味しているそうだ。このような場
合、通常DSUとモジュラージャックをつなぐ線とは逆
の極性になっているケーブルを買うか、NTTに頼んで
ISDN回線の極性を変えてもらう必要がある。
ちなみにNTTが発売している「MN128ISDNスター

タ・キット」には、通常の極性になっているケーブル

と、それとは逆の極性になっているケー
ブルが1種類ずつ入っている。極性が逆の
場合は別のケーブルを使うというわけだ。
モデムと違って、DSUが付いたコムスタ
ーズ・プラスPCダッシュの場合は、それ
が使えなくなったら電話も使えなくなっ
てしまう。極性が違うケーブルを1種類ず
つ付けてほしかった。

試用レポート

S設定ファイルを入れるだけの簡単セッ

トアップ

今回試用に使ったのはゲートウェイ
2000の「リバティ」だ。インプレス社内
のISDN回線にはDSU付きのターミナル
アダプターはつなぐことができないので、
個人宅での試用となった。OSはウィンド
ウズ95だ。ウィンドウズ95設定ファイル
が添付されているので、モデムウィザー
ドに従ってドライバーをインストールす
る。「ハードウェアメーカーが提供するデ
ィスクを使用」を選び、ドライバーが入
ったディスクを入れる。すると、「（64Kbps）
Plus PC Dush」や「（38400bps）Plus
PC Dush」というように、接続速度によ
ってメニューが出てくる。プロバイダーの
接続速度に応じて、この中から1つを選
んでインストールすればよい。DTE速度
（モデムとパソコンとの間の速度）は
115200bpsに設定する。

SIIJには問題なく接続に成功

I I Jに接続を試みた。同期64Kb p s、非同期
38.4Kbpsともにあっさりと接続に成功した。設定に関
してとくに問題はない。モデムのセッティングと同じ
感覚だ。インジケーターは見やすく、接続状況を的確
に把握できる。
拡張性では最近のターミナルアダプターの中では劣

ると言わざるを得ないが、DSUが付いてこの価格とい
う点はやはり魅力だ。同機種を刺激として、今後はタ
ーミナルアダプターもDSUが付いた機種のラインナッ
プの充実を期待したい。

（編集部kataoka@impress.co.jp）

Comstarz Plus PC Dash

：日本電気（NEC）

：0120-498563（データコム・イ
ンフォメーション・サービス・セ
ンター）

：C&Cインターネットサービス
meshウェルカムキット、PC-
VANウェルカムキット、PC-VAN
ナビゲータ、RS-232Cインターフ
ェイスケーブル、IBM-PC互換機
用9ピン変換コネクター、ISDN用
モジュラーコード

a後ろから見たところ。左から、パワースイッ
チ、ACアダプター用ジャック、アナログポー
ト、シリアルコネクター、アース、ISDN用モ
ジュラージャック

aインジケーター部分は大きく見やすい

NECの調査による接続確認済プロバイダー
C&Cインターネットサービスmesh、InfoSphere、
ASAHIネット、BEKKOAME、TokyoNetインター
ネットサービス、TWICS、BNNインターネット、
NetLaputa、ASK-net、at-mインターネット、
CATNET、3Webインターネット、コムインター
ネット、METROインターネット、ふれあいイン
ターネット

aウィンドウズ95のモデムウィザードの画面。
接続速度によってインストールするドライバ
ーが違う
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Lhasa（ラサ）はとにかく簡単に圧縮ファイルを展開

してくれる便利なツールだ。インターネットで流通して

いるソフトウェアの多くは、海外はZIP形式で、国内

ではLZH（LHA）形式によって圧縮されている。この

Lhasaはその両方に対応しており、展開の操作もデス

クトップ上のアイコンに重ねるだけで自動展開してくれ

るという優れものだ。Lhasaだけで、ほかに何の追加

ソフトも必要ないというのも大きな魅力の1つだ。

編集部は展開ツールとしてこのLhasaをイチオシする！

Sとにかくシンプルで簡単

Lhasaのおすすめすの点はとにかく「簡単」なこと。
ソフトウェアの組み込みや設定、展開操作も簡単で、
機能も設定も無駄なものがなくシンプルだ。機能とし
ては圧縮の機能は持たないが、インターネットから入
手するソフトを利用するうえでは展開機能だけでも十
分である。インターネットを利用するウィンドウズユ
ーザーには絶対おすすめの展開ツールだ。ウィンドウ
ズ95を使っている人ならば、ぜひともLhasaのアイコ
ンをデスクトップに置いておくことをおすすめする。

S必要なファイルは1つだけ

LZH形式とZIP形式の両方に対応していながら、実
行に必要なファイルが1つ（lhasa.exe）というのも他
にない実にシンプルで便利な点だ。世界中に展開ツー
ルは山ほどあれど、LZH形式とZIP形式の両方に対応
したものは数少なく、そのうえどのツールも実際には
両方の形式に対応させるために「LHA.EXE」や
「UNZIP.EXE」など別のファイルを別途入手しなけれ
ばならない。さらに、それらのファイルをドキュメント
に従って必要ファイルを自分でインストールしてやる
必要があった。
Lhasaならば、本体を入手してインストールしてし

まえば、ほかにいっさい追加のファイルを必要としな
い。それだけでLZHとZIPの両形式を解凍する機能が
揃ってしまう。

S組み込みや設定もほとんど自動

Lhasaは組み込みや設定も簡単だ。配布されている
ファイルをダブルクリックして実行すれば、組み込み
が自動的に開始される（展開作業の必要がない）。途
中で設定をするように聞いてくるが、基本的にそのま
ま「OK」ボタンを押せば特に困ることはないだろう。
設定項目もシンプルで、たった3項目しかない（ウィ
ンドウズ95の場合）。圧縮ファイルを展開して出力す

る先のフォルダーと、展開するごとに自動的にフォル
ダーを作成するかどうか、そして拡張子ZIPとLZHを
Lhasaと関連付けるかどうか、この3点だけだ。
標準設定では出力先フォルダーをデスクトップにし、

自動的にフォルダーを作成するようになっており、デ
スクトップ上にアイコンを自動で作ってくれる。まさ
に全自動だ。

S展開するには圧縮ファイルをアイコンに重ねるだけ

展開する際の操作もいたって簡単だ。ZIP形式もし
くはLZH形式のファイルをマウスでLhasaのアイコンの
上に重ねるだけである。あとは勝手にデスクトップ上
にフォルダーを作ってその中にファイルを展開してく
れる。とにかく圧縮ファイルを展開したければLhasaの
アイコンに重ねるだけですべては完了だ。
Lhasaは圧縮ファイルを作ることはできないし、特

定のファイルだけを取り出すなどの細かい機能も持ち
合わせていない。しかし、他のツールがどんどん高機
能化し、肥大化して設定項目も増えていく傾向にある
中、必要な機能と設定だけに絞って操作を簡素化させ
たことによって実にシンプルでわかりやすい貴重なツー
ルとなっている。フリーソフトウェアなので、料金を
支払う必要もないので気軽に利用できる。
初心者から上級者まで広くおすすめできる展開ツー

ルと言えよう。おそらく、今後ウィンドウズ用の展開
ツールの定番になることは間違いない。（石橋文健）

ラサ

Lhasa
：竹村嘉人

1圧縮ファイルをアイコンに重ねるだけの簡単操作
2 LZH（LHA）とZIPの2つの形式に対応

LZHとZIPに対応した圧縮ファイルの簡単自動展開ツール

ここがスゴイ！

Lhasa

：0.05

：竹村嘉人

：http://www.st.rim.or.jp/̃otake/
ftp://ring.crl.go.jp/ring/
archives/pc/akiu/Util/Archive/
lhasa/

：124Kバイト/45秒

a圧縮ファイルをLhasaのアイコンに重ねるだけで展開できる

a Lhasaのアイコン
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